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大林素子さん講演会
「小さいころから、背が

高いことがずっとコンプレ

ックスでした。周りから、

からかわれ、いじめられ、

自殺を考えたことは何回も

あります。誰も信じること

ができず、自分を評価でき

ない…。もしも私がフツー

の身長だったら・・・」

１２月８日、柳津町・三

島町スポーツ講演会が本校

で開催され、スポーツ番組やバラエティー、舞台等で大

活躍の、元オリンピック選手大林素子さんが講演してく

ださいました。現役時代を知る「中高生」はほとんどい

ませんが、「中高年」にとっては、全日本女子バレーボ

ールのエースアタッカーのみならず、アイドル並みの容

姿であこがれの的の人でもありました。

日本中の期待を一身に集め、非の打ち所が無いと思わ

れた大林さん…。そんな大林さんから出たことばが冒頭

の「コンプレックス」ということばでした。

アニメの「アタックＮｏ．１」を見てバレーボールを

始めたのも、ほかに「生きる手段」がなかったから。自

分を守るには、バレーに活路を見いだすしかないんだ、

と思ったとのこと。どんな人にもコンプレックスはあ

る。それを克服しようと前のめりになるか、引くかによって人生は大きく変わるものだと

感じた次第です。

極めた人のことばは、やはりひとことひとことに重みがあり、大変考えさせられる講演

会となりました。大林さんは、個人的に「１月あたりにまたお邪魔します！」といってお

帰りになりました。楽しみにしています！



冬の準備が整いました！
８日、早朝７時より、ＰＴＡ協力委員の皆

さんにより、校舎周辺の雪囲い作業をしてい

ただきました。

この日は、山の高いところにはうっすらと

雪が積もる肌寒い日でしたが、手際よく作業

していただき、冬の準備がすっかり整いまし

た。ご協力ありがとうございました。

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ

全国バレーボール大会壮行会
１２月１１日、福島県代表と

して今月末に行われるバレーボ

ール全国大会に出場する謙多

君、颯哉君の壮行会がＢＧ体育

館で行われました。体育協会長

さん、町長さんや議会議長さん

からも激励の言葉をいただだ

き、町の代表、県の代表として

決意を新たにしていました。

ＪＯＣジュニアオリンピック

カップ全国バレーボール大会

は、同一都道府県内で選抜され

た選手で編制されるチームが、

それぞれの都道府県の代表とし

て戦う大会で、将来の日本代表を発掘する意味もあるようです。こうした大会に、我が会

津柳津学園中学校から２人も選出されるのは大変名誉なことです。全国に「会津柳津学園

中学校」の名をとどろかせてきて欲しいと思います。

【大会期日】平成30年12月25日(火)～28日(金)

【会 場】丸善インテックアリーナ大阪

最優秀賞受賞
柳津町赤べこプランター「秋の花コンテスト」

晶子さんが丹精込めて育てた学校玄関の赤べこプランタ

ーの花が、見事最優秀賞に輝きました。「赤べこプランター」

は、ご存じのように、町を花で飾ることをねらいとして各所に

配っているもので、植える花は各所に任されています。晶子さ

んは忙しい業務の間を縫って、素晴らしい花を育ててください

ました。ありがとうございました。そしておめでとうございま

す。


